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第２次世界大戦以降2010年代までの科学技術の潮流
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現代科学技術を支える基盤は時代とともに変容してきた
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科学－政策インターフェース(SPI)の分野横断的比較研究
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SPIの現状と課題

(2)多様なエビデンスの生成と統合

(1)データの確保・集積
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(4)社会との対話

→ 行政が民間組織やローカルな
組織を含め多様な組織と連携
を強化し、協働してデータを
確保・集積する。

→ 多様なモデルの妥当性・信頼性を評価しつつ
データ分析を行い、多様な専門知・実践知に
照らして解釈し、エビデンスを統合する。

→ EBPM の透明性を高め、
必要な場合は専門家も社
会と対話し、各層に受容
される政策を共創する。

➢ 各分野でSPIが有効に機能するためのプロセスと組織体制の確立が求められ
ている。

→ エビデンスが不十分な際にも意思決定を導く
方法論を確立し、多様なステークホルダーと
調整しつつ政策立案を行う。

(3)エビデンスから意思決定を導出
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